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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
生
し
続

け
る

議
員
（
以
下
議
）
鹿
嶋
市
と
こ
の

取
組
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　

弊
社
が
製
造
す
る
製
品
の
約

７
割
強
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
品
な

の
で
す
が
、
２
０
１
８
年
頃
か

ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚

染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
を
化

石
由
来
樹
脂
を
使
い
、
新
た
に
生

産
し
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
解
決
策
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
再
生
し
、
ご
み
に
す
る

こ
と
な
く
環
境
汚
染
を
防
ぎ
、
資

源
を
新
た
に
使
う
必
要
が
な
い
技

術
を
温
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

原
材
料
と
な
る
使
用
済
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
提
供
を
、
や
は
り
循
環
型

社
会
の
推
進
を
模
索
し
て
い
た
鹿

嶋
市
様
か
ら
御
賛
同
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
％
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

循
環
を

議
こ
の
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」

と
一
般
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
違
い

は
何
で
す
か
。

　

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
多
く

の
リ
サ
イ
ク
ル
、
例
え
ば
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
例
と
す
る
と
、
回
収
さ

れ
た
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

洋
服
な
ど
の
繊
維
や
、
食
品
ト

レ
ー
等
に
姿
形
を
変
え
、
最
終
的

に
は
や
は
り
ご
み
と
し
て
焼
却
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

の
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
は
「
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
、
回

収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
様
々
な

処
理
を
し
た
上
で
再
び
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
製
品
と
す
る
取
組
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
分
別
回
収
が
き

ち
ん
と
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
半
永
久
的
に
再
び
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
循
環

　プラスチックには様々な製品がありとても便利であるこ
とから、私たちが普段生活している中で必要不可欠のもの
になっています。しかしながらその一方で使い方次第では、
海洋汚染をはじめとする様々な環境汚染の原因ともなって
います。
　環境汚染の防止、そしてプラスチック資源循環の取組と
して、鹿嶋市ではサントリーホールディングス株式会社と
協力して「ボトル toボトル」水平リサイクルという一歩進
んだリサイクルの取組を進めています。
　今回は未来の子どもたちにきれいな環境を残すことにも
つながるこの取組について、サントリーホールディングス
株式会社の井上さん、日下部さん、細川さんにお越しいた
だき、インタビューを行いました。

特
集サントリー×鹿嶋市 ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
を
目
指
し
て

特
集
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し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ご
み
に
な

ら
ず
、
大
切
な
〝
資
源
〟
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
化
石
由
来
樹

脂
の
使
用
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
こ
れ
が
「
ボ
ト

ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
と
一
般
的
な
多

く
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
の
違
い
と
考

え
ま
す
。
弊
社
で
は
２
０
３
０
年

に
は
化
石
由
来
樹
脂
の
使
用
を

「
ゼ
ロ
」
と
し
て
、
全
て
「
ボ
ト
ル

ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
の
取
組
に
よ
る
１

０
０
％
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
循
環
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

安
全
性
の
証
明
に
苦
慮

議
技
術
的
に
困
難
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　

技
術
的
に
は
確
立
さ
れ
て
お

り
可
能
で
し
た
が
、
技
術
以
上
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の
が
、
ご

み
で
あ
っ
た
も
の
を
も
う
一
度
人

が
口
を
つ
け
る
製
品
と
す
る
こ
と

に
対
す
る
安
全
性
の
証
明
（
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
で
十
分
に
汚
染

物
質
を
取
り
除
く
こ
と
が
可
能
で

あ
る
の
か
な
ど
）
や
、
数
々
の
テ

ス
ト
な
ど
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。

鹿
嶋
市
分
だ
け
で　
　
　
　

約
１
５
０
０
万
本
が
循
環

議
今
年
４
月
か
ら
鹿
嶋
市
で
は

不
燃
ご
み
の
分
別
方
法
を
変
更

（
※
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
し
、
資
源

循
環
型
社
会
形
成
の
取
組
で
も
あ

る
こ
の
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」

を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
現
状
で
、
ど
の
く
ら
い
資
源

循
環
に
対
し
て
鹿
嶋
市
が
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
全
体
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

生
産
本
数
は
、
昨
年
を
例
と
す

る
と
約
２
５
０
億
本
。
重
量
で
い

う
と
約
60
万
ト
ン
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
う
ち
15
・
７
％
が
「
ボ

ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
に
よ
る
生
産

と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
84
・
３
％

は
従
来
ど
お
り
の
石
油
由
来
の
原

料
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

　

弊
社
の
生
産
量
で
い
う
と
、
２

０
２
１
年
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
総

量
約
12
・
４
万
ト
ン
の
う
ち
37
％

の
約
４
・
６
万
ト
ン
が
「
ボ
ト
ル

ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
由
来
。
こ
の
中
で

鹿
嶋
市
様
は
お
よ
そ
３
０
０
ト

ン
、
本
数
に
す
る
と
約
１
５
０
０

万
本
も
の
生
産
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

実
は
弊
社
の
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ

ト
ル
」
の
取
組
自
体
は
２
０
１
１

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く
比
率

が
上
昇
し
て
い
ま
す
（「
ボ
ト
ル

ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
由
来
で
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
生
産
割
合
：
２
０
１
９
年

21
％
↓
２
０
２
０
年
26
％
↓
２
０

２
１
年
37
％
）。
こ
れ
は
鹿
嶋
市

様
を
始
め
、
鹿
行
５
市
を
含
め
た
、

現
在
こ
の
取
組
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
多
く
の
自
治
体
様
の

御
協
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

左から、サントリーホールディングス株式会社の日下部 健氏、井上 士朗氏、細川 智弘氏
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ガ
ラ
ス
瓶
が
混
ざ
る
と　

〝
ご
み
〟に
な
っ
て
し
ま
う

議
分
別
回
収
す
る
上
で
気
を
つ

け
る
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
区
分
ど
お
り
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を
分
別
回
収

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
最
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
ガ
ラ
ス
瓶
と
混
じ
る

こ
と
で
す
。

　

も
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
製
造

過
程
で
、
瓶
が
割
れ
て
ガ
ラ
ス
粉

状
に
な
っ
た
も
の
と
、
溶
か
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
混
ざ
っ
た
状
態

で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
な
っ
た
場
合

は
、
割
れ
や
亀
裂
の
原
因
と
な
る

た
め
製
品
と
な
ら
ず
、
結
果
と
し

て「
ご
み
」と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
取
組
が
無
駄
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
御
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

〝
資
源
ご
み
〟で
は
な
く〝
資
源
〟

議
鹿
嶋
市
の
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
先
駆
け
て
こ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
完
全
循
環
が
図

れ
る
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
の

取
組
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、ま
た
元
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
戻
る
ん
だ
と
い
う
こ

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

　
き
れ
い
な
環
境
を
残
し
た
い

と
、「
ご
み
」で
は
な
く「
資
源
ご
み
」

で
も
な
く
純
粋
な
「
資
源
」
で
あ

る
こ
と
を
、
先
駆
者
で
あ
る
皆
さ

ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
な
っ

て
た
く
さ
ん
の
人
に
教
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
に
す
る
の
も
資
源
と
す
る

の
も
人
々
の
意
識
次
第
で
す
。
市

民
の
皆
様
・
行
政
・
我
々
事
業
者

の
相
互
連
携
で
今
後
も
活
動
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
リ
サ
イ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
取

組
の
中
で
も
、
本
市
が
始
め
た
こ

の
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
は
、

言
わ
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ご
み
に

す
る
こ
と
な
く
、
１
０
０
％
循
環

で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
。

　

こ
の
半
永
久
的
に
資
源
を
循
環

で
き
る
一
歩
進
ん
だ
リ
サ
イ
ク
ル

の
取
組
を
、
私
た
ち
が
全
国
的
に

も
早
い
時
期
か
ら
行
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
で
き
、
そ
し
て

鹿
嶋
市
民
と
し
て
誇
り
を
持
つ
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い

な
環
境
を
残
す
た
め
に
も
、
こ
の

「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
は
ま
ず
は

第
一
歩
と
言
え
る
取
組
で
す
。
引

き
続
き
市
民
の
皆
様
に
は
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
集
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※１… 一例として、第１・３週に「ペットボトル・缶」を収集した場合、第２・４週は「ビン・その
他の不燃ごみ」を収集します。なお、第５週は、全地域で不燃ごみ・資源の収集は行いません。

※２… 鹿嶋市の情報を簡単に探すことができる市公式の統合型アプリです。詳細は、市ホームページ
（右記２次元バーコードまたは 0052522 で検索）でご確認ください。

[ごみステーション収集日]
「ペットボトル・缶」と「ビン・不燃ごみ」の区分で、それぞれ収集日を隔週で設け、月２回※１ずつ

収集します。お住まいの地域での収集スケジュールは、３月に市が配布した「令和４年度かしまクリー
ンカレンダー」または市公式アプリ「かしまナビ※２」でご確認ください。

ごみステーションでの

不燃ごみの
収集方法が
変わっています

不燃ごみのうち
資源の分別が必要です

資源

ペットボトル・缶の日 ビン・その他の不燃ごみの日

その他の
不燃ごみ

収集日が　　　　　　　 の月２回ずつに

　持続可能な資源循環型社会の形成に向けた、新規リサイクル事業の効率的な推進と資源ごみの適正
な収集を図るため、市内約 1750 か所のごみステーションで「不燃性の資源ごみ（ペットボトル・缶・
ビン）」の収集方法を変更しました。

　ペットボトル、缶、ビン、その
他の不燃ごみを、下記の袋にそれ
ぞれ分別して入れ、「ごみステー
ション」に出してください。

「ペットボトル・缶」と
「ビン・その他の不燃ごみ」

市指定ごみ袋（赤）または透明な袋（45 リットルまで）
※ペットボトルのラベルは「可燃ごみ」、キャップは「その他の不燃ごみ」。
※ペットボトル、缶、ビンは、不燃性資源ごみとして、それぞれ別の袋
に入れてください。 市指定ごみ袋（赤）のみ

その他の不燃ごみ

４月１日〜

CHECK

CHECK

2

1

空き缶

空き缶

空きビン

空きビン

ペットボトル

ペットボトル

ガラス
瓶
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案　10件

議 案 第 30 号 令和４年度鹿嶋市一般会計
補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ9,181万5,000円を追加し、総額240億7,181万5,000
円とするもの。歳入としては、子育て世帯生活支援特別給付金事業
費補助金及び子育て世帯生活支援特別給付金事務費補助金による国
庫支出金の増9,181万5,000円を見込み、歳出としては、子育て世帯
生活支援特別給付金給付事業9,181万5,000円を計上。

原案可決

議 案 第 31 号 令和４年度鹿嶋市一般会計
補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ2億3,907万9,000円を追加し、総額243億1,089万
4,000円とするもの。歳入の主なものとしては、新型コロナウイルス
ワクチン接種対策費国庫負担金の増及び新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金の増などによる国庫支出金の増2億2,585万
7,000円、財政調整基金繰入金の増1,122万2,000円など。歳出の主
なものとしては、新型コロナウイルスワクチン接種委託料などによ
る新型コロナウイルスワクチン接種経費の増9,546万4,000円、プレ
ミアム商品券事業委託料などによる商工業振興事務経費の増9,300万
4,000円、新型コロナウイルス感染症診療・検査等医療機関支援金に
よる救急医療対策経費の増3,000万円、返還金による非課税世帯等臨
時特別給付金給付事業857万2,000円などを計上。

原案可決

議 案 第 32 号 鹿嶋市資金積立基金条例の
一部を改正する条例

企業版ふるさと納税による法人からの寄附金を鹿嶋市ふるさと納税
基金へ積み立てるに当たり、必要な規定の整備を行うため、条例の
一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 33 号

鹿嶋市行政手続における特
定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する
条例

鹿嶋市子宝手当支給事業の廃止に伴い、行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に関する法律第９条第２項の条例
で定める事務から「子宝手当の支給に係る事務」を削除するため、
条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 34 号

鹿嶋市特別職の職員の給与
並びに旅費及び費用弁償に
関する条例の一部を改正す
る条例

一般職の職員が正規の勤務時間外において特別職の職務を行った場
合において、当該職員に対し、兼ねる特別職の給与の支給ができる
旨の規定の整備等を行うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 35 号 鹿嶋市介護保険条例の一部
を改正する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少等一定の条件に
該当する介護保険の第１号被保険者を対象に介護保険料の減免を行
うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 36 号 鹿嶋市副市長の選任につい
て

鹿嶋市副市長の選任に当たり、地方自治法第162条の規定により、議
会の同意を求めるもの。

・栗林　裕　氏（新任）
　昭和54年４月に鹿島町役場（当時）に入庁し、経済振興部長、都
市整備部長等を歴任。経済振興、都市基盤整備等に関して広い識見
と豊かな経験を持ち、本市行政全般について精通している。

原案同意

議 案 第 37 号
鹿嶋市地域子育て支援セン
ター新築工事（建築工事）
の請負契約について

今回発注する工事は、宮中地区の賑わい創出及び子育て環境のさら
なる充実を図るため、経年劣化による老朽化が進んでいる鹿嶋市地
域子育て支援センターを同地区へ新築移転する工事。条件付一般競
争入札を電子入札で５月19日に執行した結果、落札した株式会社大
地と2億2,880万円で請負契約を締結するため、議会の議決を求める
もの。

原案可決

議 案 第 38 号 市道路線の認定について 林地内に整備した道路１路線を認定するもの。 原案可決

報 告 第 ３ 号
専決処分について（鹿嶋市
税条例等の一部を改正する
条例）

地方税法等の一部を改正する法律が令和４年４月１日から施行され
ることに伴い、土地に係る固定資産税の負担調整措置等についての
規定を整備するため、条例の一部を改正したもの。

原案承認

新しい副市長の選任のほか、
プレミアム商品券事業などについて審議

５月31日～６月17日の18日間、令和４年第２回定例会が開催され、市長から提出された10件の議
案を審議しました。議決結果は次のとおりです。

６月
定例会

審査は    
 ８ページ

審査は    
 ８ページ

審査は    
 ８ページ

審査は    
 ９ページ

審査は    
 ９ページ

審査は    
 ９ページ

議
案



　

６月17日  
市長へ要望書を提出しました！要望
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鹿嶋市議会はS
エス・ディー・ジーズ

DGsに取り組んでいます

地方創生臨時交付金の活用に関す
る緊急要望
　市において、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の「コロナ禍における原油
価格・物価高騰対応分」を効果的に活用できるよう、下記について検討していただくよう要望しま
した。

１．コロナウイルス感染者の後遺症及びワクチン接種者の副反応症状に関する相談・対応窓口を開
設すること。

２．新型コロナウイルス感染症の早期発見により感染拡大を防止するため、抗原検査を希望する市
民に配布するための検査キットを早急に購入すること。

３．令和４年度低所得の子育て世帯への生活支援特別給付金（１人当たり５万円）について、給付
金の上乗せを図ること。

４．医療機関等の有症状者への抗原検査で陽性の場合は、必ずＰＣＲ検査による確定検査を行うよ
う強く要請するとともに、ＰＣＲ検査能力の大幅拡大を実施すること。

５．今般の様々な食材の値上げ、燃料費、輸送コストなどの高騰により、給食費不足は必至である
ことから、給食費の補填措置を講ずること。

６．原油価格や食料品の高騰、更に急激な円安により、市民生活や中小・小規模事業、農漁業、運
輸業などに幅広く影響を及ぼしていることから、事業者（特に公共交通事業者を含む）に対す
る燃料費高騰の負担軽減と経済支援策を講ずること。

誰一人取り残さないようにするために、
世界で取り組む17の共通目標。

※一般質問ページ（P.10〜）に質問に関連する目標ロゴを掲載しています。
詳しくはこちら

Sustainable（持続可能な）
Development （開発）
Goals（目標）

ご存じですか？

SDGs
エス・ディー・ジーズ

要
望
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

答
今
回
は
、市
内
事
業
者
の
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
や
経
済
支

援
と
い
っ
た
点
に
重
き
を
置
い
た
。

【
賛
成
討
論
】

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
大
規
模
店
舗

（
共
通
）は
10
％
、小
規
模
店
舗（
専

用
）
は
40
％
と
、
大
き
な
転
換
を

し
て
お
り
評
価
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
６
月
13
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

１
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
31
号　

令
和
４
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
で
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

を
販
売
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
利

用
者
側
の
決
済
方
法
は
ど
う
い
っ

た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
事
業
者
は
委
託
業
者
か
ら

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
等
が

送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
レ
ジ
な
ど

に
掲
示
を
す
る
。
利
用
者
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
等
を
読
み
込
み
、
金
額
を

入
力
し
て
支
払
い
を
す
る
。

問
紙
商
品
券
の
販
売
が
少
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
に
対
応
で

き
る
人
と
の
不
公
平
感
を
生
ん
で

し
ま
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
の
か
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
等
の

補
正
予
算
を
審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
４
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
32
号　

鹿
嶋
市
資
金
積

立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例問

充
当
対
象
事
業
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ

れ
た
事
業
と
な
る
が
、
幅

が
広
く
、
自
由
度
が
高
い
。

問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
控
除
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
寄
附
額
の
最
大
９
割
が
法

人
関
係
税
な
ど
か
ら
控
除

さ
れ
る
。

意
見
・
魅
力
あ
る
施
策
を
打
ち

出
し
、
多
く
の
企
業
へ
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
。

・
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
対
等
な
関
係
を
保
ち
な

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
基
金
に
積
み

立
て
る
た
め
の
条
例
改
正
な
ど
を
審
査

が
ら
運
用
し
て
い
く
べ
き
。

■
議
案
第
34
号　

鹿
嶋
市
特
別
職

の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問
学
校
運
営
協
議
会
は
い
わ

ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
良
い
の
か
。
ま
た
、
鹿

行
地
域
内
の
状
況
は
。

答
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
い
る
学
校
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
鹿
行
地
域
で
は
本

市
の
み
。

意
見
高
松
は
小
中
一
貫
校
で
あ

る
た
め
、
委
員
の
人
数
を

増
や
し
て
も
良
い
と
考
え
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

総 務 生 活 委 員 会

プレミアム付商品券事業概要　※9月申込・販売予定
デジタル券 紙券

販売金額
（総額） １億５千万円 ５千万円

商品券
（共通）

5,000円購入で
5,500円分

5,000円購入で
500円×11枚
（5,500円分）

商品券
（専用）

5,000円購入で
7,000円分

5,000円購入で
500円×14枚
（7,000円分）

購入上限
（５千円単位） 2万円（４セット） 1万円（２冊分）

使い方 １円単位で利用可 500円単位で利用可
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

■
議
案
第
37
号　

鹿
嶋
市
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

（
建
築
工
事
）
請
負
契
約
に
つ
い

て問
分
割
発
注
と
し
て
い
る
理

由
は
。

答
国
の
方
針
に
則
り
、
中
小

企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大

及
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
の
観
点
か

ら
分
割
発
注
と
し
た
。

意
見
建
築
後
に
不
具
合
が
生
じ

な
い
よ
う
、
工
事
監
理
す

べ
き
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
２
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
35
号　

鹿
嶋
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問
減
免
に
は
申
請
が
必
要
か
。

答
申
請
の
際
の
資
料
に
基
づ

き
な
が
ら
、
詳
細
に
状
況

を
聞
き
取
る
必
要
が
あ
る
た
め
申

請
が
必
要
で
あ
る
。

問
審
査
は
市
で
行
う
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
後
遺
症
も
対
象
か
。

答
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
基
準

に
基
づ
き
市
で
審
査
し
て

い
る
。
後
遺
症
に
つ
い
て
は
、
主

治
医
の
判
断
に
よ
る
。

意
見
後
遺
症
等
に
つ
い
て
は
、

明
確
な
基
準
が
な
い
た
め

丁
寧
な
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
対

応
す
べ
き
で
あ
る
。

介
護
保
険
料
減
免
措
置
の
延
長
、子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
審
査

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
１
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
38
号 

市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て

　
問
今
回
認
定
す
る
道
路
は
平

成
24
年
に
民
間
か
ら
寄
附

を
受
け
た
も
の
を
市
で
整
備
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
寄
附
行
為
を
受

市
道
路
線
の
認
定
議
案
を
審
査

け
る
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、

利
用
状
況
や
住
宅
な
ど
近

隣
の
状
況
等
を
考
慮
し
対
応
し
て

い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
員
賛

成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会
決算の

チェック

路線名 事項 番地先の表示 延長・幅員

３５２０号線
起点 鹿嶋市大字林字廣山

1042番49地先 327ｍ
3.96ｍ～7.43ｍ

終点 鹿嶋市大字林字廣山
1042番132地先

市道3520号線の現地調査
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Ｑ
縮
小
・
廃
止
す
べ
き
事
業
は

佐
藤
現
時
点
で
、
市
長
が
縮
小
・

廃
止
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

事
業
・
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
歴
史
資
料
館
整
備
事
業
を
執
行

停
止

市
長
既
存
事
業
の
う
ち
執
行
停
止

を
考
え
て
い
る
事
業
は
、
歴

史
資
料
館
の
整
備
事
業
で
あ
る
。
そ
の

他
の
既
存
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
職
員

が
自
ら
業
務
改
革
を
目
指
す
意
思
を

持
た
な
け
れ
ば
行
財
政
改
革
が
成
功

し
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私

が
旗
振
り
役
と
な
り
、
各
部
署
に
対
し

て
積
極
的
に
洗
い
出
し
を
行
う
よ
う
指

示
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
当
に
必
要
な

事
業
な
の
か
、
慣
例
的
に
続
け
て
し

ま
っ
て
い
る
事
業
で
は
な
い
か
な
ど
再

度
精
査
し
、
廃
止
や
縮
小
を
含
め
た
事

業
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。
見

直
す
際
に
は
、
市
民
の
皆
様
に
御
理
解

を
い
た
だ
き
、
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
様
に
対
し
て
説
明
を
し
た
上
で
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ
歴
史
資
料
館
の
見
直
し
の
経

緯
は

佐
藤
歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
、
見

直
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
説
明
願
う
。

A
妥
当
で
は
な
い
と
判
断

市
長
本
市
の
現
状
、
将
来
を
再
考

し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
検
討

さ
れ
て
き
た
場
所
や
規
模
、
時
期
、
費

用
な
ど
で
歴
史
資
料
館
建
設
は
妥
当
で

は
な
い
と
判
断
。
市
の
基
幹
産
業
の
構

造
改
革
が
喫
緊
に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
踏
ま
え
れ
ば
、
市
の
財
政
も
人
財
も

シ
ビ
ア
な
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
配
分

先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
展
示

施
設
よ
り
も
、
歴
史
、
文
化
資
料
の
収

集
、
整
理
、
研
究
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

手
厚
く
、
ま
た
、
予
算
を
子
育
て
や
市

民
要
望
の
多
い
医
療
体
制
の
構
築
な
ど

に
振
り
向
け
て
い
く
べ
き
と
考
え
た
。

Ｑ
市
長
の
合
併
の
考
え
は

佐
藤
広
域
合
併
に
つ
い
て
私
は
慎

重
派
だ
。
合
併
し
た
か
ら
と

言
っ
て
必
ず
し
も
財
政
が
豊
か
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
神
栖
と
合
併
す
れ
ば

豊
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手

の
都
合
も
あ
る
。
市
長
の
合
併
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

A
自
主
運
営
が
で
き
る
う
ち
は
合

併
の
必
要
は
な
い

市
長
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
に

身
近
な
市
政
、
小
回
り
の
利
く
自
治
が

必
要
。
自
治
体
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、

市
民
と
行
政
と
の
距
離
が
で
き
、
そ
の

声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
で

は
本
末
転
倒
。
現
水
準
で
本
市
に
住
ん

で
い
る
方
ば
か
り
で
な
く
、
通
勤
通
学

さ
れ
る
方
々
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
う
ち
は
合
併

の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
場
、

そ
の
と
き
で
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最

善
の
形
に
な
る
よ
う
検
討
を
続
け
る
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝90分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問
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Ｑ
副
市
長
２
名
体
制
の
狙
い
は

笹
沼
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
か
し
ま
挑
戦
「
明

る
く
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
鹿
嶋
」
を
形
に
し
よ
う
と
す
る
と

き
の
主
な
施
策
と
す
る
「
雇
用
と
産
業

の
創
出
」
に
つ
い
て
、
副
市
長
を
２
人

置
き
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
狙
い

と
背
景
は
。

A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
遂
の
た
め

市
長
製
造
業
へ
の
支
援
と
し
て
、

次
世
代
製
鉄
技
術
の
確
立
を

国
・
県
と
と
も
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
し
て
、
市
内

へ
の
新
た
な
民
間
投
資
を
呼
び
込
み
た

い
。
ま
た
国
に
お
け
る
、
２
０
５
０
年

を
目
途
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
を
目
指
し
た
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
へ
の
取
組
が
本
格
化
す
る
中
、

鹿
島
港
外
港
地
区
の
優
位
性
を
最
大
限

に
活
か
し
、
産
業
の
創
出
、
雇
用
の
創

出
を
狙
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂

行
は
、
自
主
財
源
で
は
実
現
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
副
市
長
１
名
を
国

と
連
携
し
て
迎
え
、
成
功
裏
に
収
め
た

い
。

Ｑ
歴
史
教
育
の
考
え
方
は

笹
沼
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
英
語
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

郷
土
愛
を
含
め
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
歴

史
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

A
史
実
の
背
景
、
先
人
の
偉
大
さ

を
市
長
歴
史
教
育
に
つ
い
て
は
、
単

に
史
実
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

史
実
の
背
景
な
ど
先
人
の
苦
労
や
工
夫
、

営
み
を
学
ぶ
こ
と
で
、
生
き
る
た
め
の

知
恵
、
未
来
を
創
造
し
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
教
訓
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
併
せ
て
、
郷
土
の
先
人
の
偉

大
さ
や
歴
史
上
の
重
要
性
、
郷
土
が
そ

の
時
代
時
代
に
果
た
し
た
役
割
を
学
ぶ

こ
と
で
、
郷
土
へ
の
誇
り
、
愛
着
が
深

ま
る
も
の
と
考
え
る
。
歴
史
教
育
の
意

義
に
鑑
み
、
本
市
に
対
す
る
郷
土
愛
を

醸
成
す
る
た
め
、
な
お
一
層
推
進
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
政
策
の
再
構
築
は

笹
沼
政
策
整
理
と
再
構
築
に
つ
い

て
、
ど
こ
を
整
理
し
て
ど
の

よ
う
な
再
構
築
を
し
て
い
く
の
か
。

A
政
策
の
断
捨
離
を
す
る

市
長
歴
史
資
料
館
整
備
事
業
に
関

す
る
本
年
度
予
算
の
執
行
を

停
止
す
る
。
基
幹
産
業
が
構
造
改
革
を

迫
ら
れ
る
現
状
を
鑑
み
、
限
り
あ
る
財

源
等
を
ソ
フ
ト
事
業
、
具
体
的
に
は
歴

史
、
文
化
資
料
の
収
集
、
整
理
、
研
究

を
手
厚
く
実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
子
育

て
支
援
や
医
療
体
制
の
構
築
な
ど
に
配

分
す
べ
き
と
考
え
た
。
市
の
持
つ
ど
の

資
産
に
人
、
財
源
を
集
中
さ
せ
る
か
を

決
め
る
政
策
の
断
捨
離
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
実
行
す
る
に
当

た
っ
て
は
生
産
性
を
基
準
と
し
、
費
用

対
効
果
を
し
っ
か
り
と
見
て
い
き
た
い
。

笹
ささぬま

沼  康
やすひろ

弘 議員
〔発言時間＝40分〕
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Ｑ
中
心
市
街
地
の
顔
は

栗
林
本
市
の
中
心
市
街
地
の
顔
と

な
る
の
は
何
か
。
ま
た
、
鹿

島
神
宮
駅
構
内
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
の
可
能
性
は
。

A
中
心
市
街
地
の
顔
は
鹿
島
神
宮

市
長
現
在
の
あ
る
べ
き
中
心
市
街

地
は
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
る
非
日
常
的
な
側
面
と
、
市
民
が

普
段
の
生
活
を
営
む
た
め
の
日
常
の
側

面
、
こ
の
２
つ
の
顔
を
併
せ
持
つ
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
心
市
街
地

の
顔
は
鹿
島
神
宮
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

ら
ず
、
地
の
利
を
生
か
し
た
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

政
策
企

画
部
長
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

の
要
望
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
現
時
点
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

を
含
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
乗
降
客

数
が
少
な
い
た
め
困
難
と
の
回
答
を
得

て
い
る
。
今
後
も
要
望
継
続
と
併
せ
、

補
助
事
業
の
活
用
や
、
国
や
自
治
体
、

鉄
道
事
業
者
な
ど
で
の
応
分
で
の
負
担

を
す
る
形
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
神
野
向
遺
跡
に
つ
い
て

栗
林
神
野
向
遺
跡
は
現
在
の
役
所

に
あ
た
る
鹿
島
神
宮
境
内
附

郡
家
跡
と
し
て
、
昭
和
61
年
に
国
指
定

の
史
跡
と
な
り
、
令
和
８
年
か
ら
公
園

と
し
て
整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
計
画
は
。

A
令
和
10
年
度
か
ら
整
備
工
事

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

郡
家
跡
整
備
基
本
計
画
策

定
後
、
令
和
３
年
度
か
ら

整
備
基
本
設
計
を
進
め
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
が
、
学
校
大
規
模
改
修
事
業
な

ど
、
一
時
的
に
膨
ら
む
財
政
負
担
を
回

避
す
る
た
め
整
備
計
画
を
先
送
り
し
、

令
和
８
年
度
に
基
本
設
計
、
令
和
９
年

度
に
実
施
設
計
、
令
和
10
年
度
か
ら
整

備
工
事
を
行
い
、
令
和
12
年
度
に
歴
史

公
園
と
し
て
公
開
し
て
い
く
と
い
う
計

画
を
立
て
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
住

民
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

企
画
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
つ

な
が
る
歴
史
公
園
の
整
備
に
向
け
た
機

運
醸
成
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ
歴
史
資
料
の
受
入
れ
は

栗
林
個
人
所
有
の
貴
重
な
歴
史
的

財
産
を
市
が
預
か
っ
て
後
世

に
受
け
継
ぐ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
。

A
受
入
れ
体
制
づ
く
り
に
向
け
て

調
査
研
究
す
る

教
育
長
歴
史
資
料
の
受
入
れ
は
、
温

度
や
湿
度
、
照
明
の
明
る
さ
、

防
炎
、
防
虫
、
防
犯
等
の
面
で
適
切
に

管
理
で
き
る
施
設
が
必
要
と
な
る
が
、

現
在
本
市
に
は
こ
の
よ
う
な
施
設
が
な

い
。
近
年
、
廃
校
等
を
利
用
し
た
保
管

施
設
の
事
例
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
既
存
公
共
施
設
の
有
効
活
用
を
含

め
、
文
化
財
の
適
切
な
保
管
等
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
上
で
寄
託
、
寄
贈
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
づ
く

り
に
向
け
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝45分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
原
爆
パ
ネ
ル
展
や
絵
画
展
の

開
催
は

川
井
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
の
取

組
と
し
て
、
原
爆
パ
ネ
ル
展

も
し
く
は
高
校
生
の
描
い
た
原
爆
絵
画

展
の
開
催
は
検
討
で
き
な
い
か
。

A
庁
舎
内
で
の
開
催
に
つ
い
て
検

討
課
題
と
す
る

政
策
企

画
部
長
平
和
へ
の
願
い
は
、
国
民
共

通
の
思
い
。
絵
画
の
展
示
に

つ
い
て
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

伝
え
、
平
和
の
尊
さ
を
深
く
受
け
止
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
平
和
都
市
宣
言
の
看
板
設
置
を

き
っ
か
け
に
市
役
所
庁
舎
内
で
の
パ
ネ

き
っ
か
け
に
市
役
所
庁
舎
内
で
の
パ
ネ

ル
展
示
に
つ
い
て
は

ル
展
示
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
と
し
た

い
。

Ｑ
医
療
体
制
の
充
実
は

川
井
総
務
省
が
地
方
自
治
体
に
通

知
し
た
公
立
病
院
経
営
強
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
で
は
、
改
革
の

重
点
を
赤
字
解
消
か
ら
経
営
強
化
に
変

更
し
た
。
地
域
医
療
確
保
に
関
す
る
国

と
地
方
の
協
議
の
場
で
全
国
知
事
会
代

表
、
全
国
市
長
会
代
表
は
、
赤
字
を
理

由
に
し
た
病
院
統
廃
合
は
大
変
な
地
域

の
問
題
に
な
る
と
訴
え
て
い
る
。
本
市

の
医
療
体
制
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
か
。

A
責
任
を
果
た
し
て
い
く

市
長
医
療
体
制
の
充
実
は
最
優
先

す
べ
き
課
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。
本
市
を
含
む
地
域
全
体
が
、
質
が

高
く
、
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
、
し
っ
か
り
と

責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
後
遺

症
外
来
に
つ
い
て

川
井
後
遺
症
外
来
の
病
院
、
相
談

場
所
の
周
知
の
徹
底
が
必
要

と
考
え
る
。
併
せ
て
、
鹿
嶋
市
に
後
遺

症
外
来
の
設
置
の
働
き
か
け
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
県
や
医
師
会
と
意
見
交
換

健
康
福

祉
部
長
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
後
遺

症
は
、
少
な
く
と
も
２
か
月

以
上
持
続
し
、
ほ
か
の
疾
患
に
よ
る
症

状
と
し
て
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
で
、

疲
労
感
、
倦
怠
感
、
息
苦
し
さ
、
思
考

力
や
記
憶
へ
の
影
響
等
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
も
の
と

定
義
を
さ
れ
て
い
る
。
県
は
呼
吸
器
内

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚
科
、
精
神
科
、

心
療
内
科
、
神
経
科
の
い
ず
れ
か
の
診

療
科
を
有
し
、
か
か
り
つ
け
医
等
か
ら

の
相
談
対
応
や
紹
介
に
よ
る
診
療
対
応

を
実
施
す
る
罹
患
後
症
状
外
来
実
施
医

療
機
関
を
設
置
し
た
。
現
在
県
内
で
は

52
医
療
機
関
、
鹿
行
管
内
で
は
鉾
田
市
、

神
栖
市
内
の
２
医
療
機
関
に
罹
患
後
症

状
外
来
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
相
談
等
に
お
い
て
受
診
方
法

等
に
つ
い
て
の
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
管
内
に
お
け
る
罹
患
後

症
状
外
来
実
施
医
療
機
関
の
設
置
状
況

等
に
つ
い
て
県
及
び
地
元
医
師
会
と
意

見
交
換
や
確
認
等
を
行
っ
て
い
く
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝90分〕
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Ｑ
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

活
用
は

宇
田
現
状
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
率
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
の
た
め
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

導
入
・
活
用
し
、
電
子
申
請
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
推
進
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
課
題
な
ど
を
勘
案
し
検
討
す
る

健
康
福

祉
部
長
4
月
30
日
現
在
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
状
況
は
申

請
ベ
ー
ス
で
50
・
５
％
で
あ
る
。

総
務部

長
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
促

進
、
地
域
の
消
費
喚
起
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。
運
用
方
法
や
対
象
者
の
検
討
、

コ
ス
ト
面
で
の
課
題
な
ど
を
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
働
き
方
改
革
＆
デ
ジ
タ
ル
化

の
構
想
は

宇
田
市
長
の
政
策
目
標
の
一
つ
と

し
て
、「
働
き
方
改
革
＆
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
。
現

時
点
で
の
構
想
を
伺
う
。

A
行
財
政
改
革
を
デ
ジ
タ
ル
化

市
長
行
財
政
改
革
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
で
、
市
職
員
の
業

務
改
革
を
行
い
、
仕
事
量
を
減
ら
す
こ

と
が
働
き
方
改
革
の
第
一
歩
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
生
産
性

の
向
上
と
し
て
見
る
だ
け
で
な
く
、
市

民
や
事
業
者
が
活
動
し
や
す
い
、
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
視
点
も
置
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
交
付
金
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ

ル
化
の
実
装
は

宇
田
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
を

始
め
と
す
る
各
種
施
策
に
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付

金
を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
装
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A
交
付
金
は
最
大
限
活
用
す
る

政
策
企

画
部
長
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に

お
け
る
自
治
体
運
営
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト

面
か
ら
難
し
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
務部

長
市
の
施
策
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
実
装
に
つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
反
面
、
新
た
な

経
費
が
必
要
と
な
る
が
、
交
付
金
や
補

助
金
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

今
後
調
査
研
究
し
、
最
大
限
活
用
し
て

い
き
た
い
。

宇
う

田
だ

  一
かず

男
お

 議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
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ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
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一 般 　 問質質質
質
問



2022 年 8 月 1 日
鹿嶋市議会だより15

PAGE10
N

obunari Sato
PAGE11

Y
asuhiro Sasanum

a

PAGE12

K
yoko K

uribayashi

PAGE13

H
iroko K

aw
ai

PAGE14

K
azuo U

da

PAGE15

H
iroichi Tachihara

PAGE16

A
kihiro M

asui

PAGE17

Tetsuhide Y
am

aguchi

Ｑ
移
住
促
進
策
を
さ
ら
に
推
進

し
て
は

立
原
移
住
促
進
策
を
強
め
て
は
い

か
が
か
。
鹿
嶋
の
良
い
と
こ

ろ
を
も
っ
と
押
し
出
せ
ば
、
ま
だ
ま
だ

鹿
嶋
へ
住
も
う
と
思
う
方
、
特
に
子
育

て
世
代
な
ど
開
拓
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

A
魅
力
的
な
資
源
を
磨
き
上
げ
る

市
長
本
市
は
温
暖
な
気
候
に
加
え
、

豊
か
な
自
然
、
豊
か
な
食
材
、

そ
し
て
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
代
表
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
な
ど
、
様
々
な
魅

力
的
な
資
源
が
あ
る
地
域
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
資
源
を
磨
き
上
げ
、
効
果
的
な

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
を
機
に

注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

２
拠
点
移
住
、
田
舎
暮
ら
し
と
い
っ
た

需
要
の
取
り
込
み
を
目
指
し
、
手
軽
に

滞
在
で
き
る
宿
泊
別
荘
、
貸
別
荘
や
マ

ン
ス
リ
ー
移
住
の
機
会
確
保
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
広
域
火
葬
計
画
の
現
状
は

立
原
広
域
火
葬
計
画
で
は
平
常
時

に
様
々
な
準
備
や
訓
練
を
求

め
て
い
る
が
、
現
状
は
。

A
毎
年
訓
練
を
実
施
中

市
民
生

活
部
長
平
常
時
の
準
備
に
つ
い
て
、

火
葬
場
委
託
事
業
者
か
ら
の

資
器
材
の
確
保
及
び
作
業
員
の
増
員

を
想
定
し
て
お
り
、
過
去
に
協
議
を
し

た
経
過
も
あ
る
。
ま
た
、
遺
体
安
置
所

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
災
害
の
規
模
等

に
よ
っ
て
市
有
公
共
施
設
な
ど
を
使
用

し
て
の
対
応
が
必
要
と
想
定
し
て
い
る
。

訓
練
に
つ
い
て
は
、
関
東
甲
信
越
11
都

県
の
参
加
に
よ
り
毎
年
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
被
害
が
起
き
た
こ
と
を
想
定
し

た
メ
ー
ル
等
に
よ
る
や
り
取
り
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
県
内

市
町
村
や
火
葬
場
も
参
加
し
て
お
り
、

火
葬
場
か
ら
県
に
対
し
、
被
災
状
況
及

び
受
入
れ
可
能
数
を
指
定
の
様
式
に
て

報
告
し
、
県
が
取
り
ま
と
め
、
広
域
火

葬
の
割
振
等
に
つ
い
て
通
知
を
す
る
と

い
っ
た
訓
練
を
し
て
い
る
。

Ｑ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
は

立
原
ぜ
ひ
と
も
鹿
嶋
で
も
抗
原
検

査
中
心
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

機
購
入
補
助
な
ど
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検
査
を

徹
底
し
て
広
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
動
向
を
注
視
し
て
い
く

感
染
症
対
策

担
当
参
事

国
の
方
針
で
は
状
況
に
応

じ
て
適
時
組
み
合
わ
せ
を

図
り
な
が
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
定
量

検
査
、
抗
原
定
性
検
査
を
使
い
分
け
る

方
策
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

３
種
類
い
ず
れ
の
使
用
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
認
識
は

舛
井
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

A
整
理
す
べ
き
課
題
も
多
い

教
育
長
今
後
、
競
技
人
口
が
急
増
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
み
た
い
が
、
管
理
運
営
方
法
や
環

境
対
策
な
ど
、
整
理
す
べ
き
課
題
も
多

く
あ
る
。

舛
井
日
本
全
国
に
は
2
4
3
も
の

公
共
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と
調
査
研
究
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
日
で
は
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
世
界
的
に
も
し
っ
か
り
と
認

識
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
楽

し
め
る
環
境
整
備
は
、
行
政
と
し
て
考

慮
す
る
べ
き
だ
が
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

は
市
内
の
公
共
施
設
等
の
ど
こ
で
や
れ

ば
よ
い
の
か
、
市
の
見
解
は
。

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

現
在
、
市
の
公
共
施
設
で

は
専
用
の
場
所
は
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
市
内
の
民
間
施
設

や
神
栖
市
総
合
運
動
公
園
の
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
な
ど
を
案
内
す
る
こ
と

に
な
る
。

Ｑ
青
少
年
の
健
全
育
成
の
場
に

な
る
の
で
は

舛
井
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
は
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
努
力
の
大
切

さ
、
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
守
っ
て
公
共

施
設
を
使
う
こ
と
を
学
ぶ
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
場
と
い
う
観
点
で
も

効
果
的
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A
調
査
研
究
を
進
め
る

教
育
長
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
い

に
寄
与
す
る
こ
と
は
期
待
で

き
る
が
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
パ
ー
ク
整
備
の
前
段
階
と

し
て
、
ま
ず
は
近
隣
市
の
状
況
、
本
市

の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
の
状
況
、
そ
し

て
安
全
性
を
確
保
し
た
管
理
運
営
の
手

法
等
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

舛
井
安
全
、
管
理
面
で
一
定
程
度

の
課
題
が
あ
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
駐
車
場
や
人
通
り
の
少
な
い

道
路
な
ど
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
状

は
、
か
え
っ
て
危
険
。
既
に
５
、
６
年

前
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
整
備
の

要
望
書
が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。
市

内
外
か
ら
計
2
8
1
6
名
も
の
署
名
数

が
あ
っ
た
。
も
し
今
、
署
名
活
動
を
し

た
ら
こ
れ
以
上
の
数
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
今
回
の
パ
ー
ク
整
備
の
提

案
は
、
数
多
く
の
市
内
外
の
方
々
か
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま
ち
〝
鹿
嶋
市
〟

へ
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
早

期
の
検
討
と
実
現
を
お
願
い
す
る
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ

宏 議員
〔発言時間＝90分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
協
働
の
道

路
環
境
等
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

質

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
進
捗
と
中

継
施
設
の
基
本
計
画
及
び
設
計
に
つ

い
て
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Ｑ
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
購
入
に
助

成
を

山
口
本
市
の
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
他
市
と
比
べ
て
か

な
り
先
行
し
て
い
る
。
一
方
で
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
の
た
め
に
は
、
情
報
弱
者
に
対
す
る

支
援
も
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

高
齢
者
が
初
め
て
ス
マ
ホ
を
購
入
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
が
全
国

で
広
が
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
調
査
研
究
を
し
て
い
く

総
務部

長
補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
金
銭
的
な
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ス
マ
ホ
操
作
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
購
入
時
の
補
助

は
一
時
的
な
金
銭
的
負
担
の
軽
減
に
な

る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
ス

マ
ホ
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
月
々
の
支

払
額
が
増
加
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
経
済
的
情
報
弱
者
の
支
援
と

し
て
有
効
で
あ
る
か
、
ま
た
財
源
確
保

の
点
か
ら
、
単
年
度
限
り
の
補
助
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
総
合
的

に
有
効
な
施
策
で
あ
る
か
否
か
、
補
助

要
件
や
期
待
で
き
る
効
果
な
ど
も
含
め

調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入

は山
口
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
と
は
、

ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
媒

体
を
使
い
、
特
定
の
地
域
だ
け
で
発
行
、

使
用
さ
れ
る
通
貨
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
市
内
加
盟
店
の
消
費
に

対
し
て
付
与
さ
れ
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
と
、

現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
電
子
版
地
域

マ
ネ
ー
の
両
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
、
買

物
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
地
域

経
済
の
活
性
化
と
地
域
課
題
の
解
決
に

役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
本
市
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

A
構
想
を
練
っ
て
い
る

経
済
振

興
部
長
今
回
の
補
正
予
算
で
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
を
併
用
す
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
係
る
費
用

を
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
の
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
を
視
野
に
入
れ
た
構
想
を
練
っ
て

い
る
。
将
来
的
に
は
イ
ベ
ン
ト
や
健
康

講
座
な
ど
の
参
加
ポ
イ
ン
ト
や
自
治
会

ポ
イ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
形
で
の
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
課
で

抱
え
る
地
域
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。
先
行
事
例
を
研
究
し
、

持
続
可
能
な
運
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

山
やま

口
ぐち

  哲
てつ

秀
ひで

 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
水
質
浄
化
の
向
上
に
つ
い
て

質
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て
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内
野
敬
仁

　
今
号
よ
り
、
広
報
広
聴
委
員
と
な
り
ま
し

た
内
野
敬
仁
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
市
議
会
の
広
報
紙
と
な
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
不
燃
ご
み
の
分
別
の
方
法

が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
号
の
特
集

は
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
取
組
に
つ
い
て
、

「
資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）様
を

取
材
し
ま
し
た
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
と
し

て
の
「
ボ
ト
ル
ｔｏ
ボ
ト
ル
」
は
全
国
的
に

見
て
も
先
進
的
な
取
組
で
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
き
れ
い
な
環
境
を
残
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

副
委
員
長　
　

舛　

井　

明　

宏

委　
　

員　
　

小　

池　

み
よ
子

委　
　

員　
　

宇　

田　

一　

男

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

内　

野　

敬　

仁

８月31日（水）次回定例会は

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/3297.html

開会予定です

　
　─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─

きかせて！あなたの夢

下
を
向
か
な
い
こ

と
を
心
が
け
て

　

将
来
の
夢
は
警
察
官

に
な
る
こ
と
で
す
。
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
「
相
棒
」

を
両
親
が
熱
心
に
観
て

お
り
、
か
っ
こ
よ
く
事

件
を
解
決
す
る
主
人
公

の
よ
う
な
刑
事
に
憧
れ
、

警
察
官
に
な
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

「
下
を
向
か
な
い
」
こ
と

を
心
が
け
、
し
っ
か
り

と
前
を
向
い
て
話
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

僕
は
今
、
生
徒
会
の

副
会
長
と
し
て
生
徒
会

活
動
を
、
ま
た
部
活
で

は
野
球
部
に
所
属
し
て

レ
フ
ト
を
守
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
が
好
き
で
、
特
に

西
郷
隆
盛
の
真
っ
直
ぐ

な
生
き
方
が
大
好
き
で

す
。
逆
に
英
語
と
数
学

が
苦
手
で
、
も
っ
と
頑

張
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

鹿
嶋
市
の
好
き
な
と

こ
ろ
は
、
ご
近
所
付
き

合
い
が
深
い
と
こ
ろ
で

す
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
と

い
え
ば
、
野
良
犬
が
多

く
恐
怖
を
感
じ
る
と
こ

ろ
と
、
道
路
の
凸
凹
が

多
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
分
別

が
で
き
て
い
な
い
ご
み

が
多
い
と
母
が
話
し
て

い
ま
す
。

　
久
々
の
対
面
取
材
で
し
た

が
、
対
面
な
ら
で
は
の
雰
囲

気
を
実
感
！　
取
材
を
通

じ
拓
人
さ
ん
の
心
掛
け
て
い

る
「
下
を
向
か
な
い
」「
相

手
を
見
て
話
す
」
姿
を
見

て
、
何
事
に
も
ま
じ
め
に
取

り
組
む
日
常
の
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。目
標
を
目
指
す
中
、

解
決
す
べ
き
課
題
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
下
を
向
か
ず

日
々
前
進
し
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
小
池
・
宇
田
）

大
野
中
学
校
３
年
生

大
野
中
学
校
３
年
生

　
　
　
　

出出し
ゅ
っ
と
う

し
ゅ
っ
と
う頭頭　　

拓拓た
く
と

た
く
と人人

さ
ん
さ
ん

議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ

３名の議員が表彰を受けました！
全国市議会議長会並びに茨城県市議会
議長会表彰
　議員在職30年以上　飯塚俊雄 議員

全国市議会議長会表彰
　議員在職10年以上　佐藤信成 議員

茨城県市議会議長会表彰
　議員在職８年以上　 栗林京子 議員

　 全 国 市 議 会 議
長 会 並 び に 茨 城
県 市 議 会 議 長 会
から、永年にわた
り地方自治の発展
と市政の振興に貢
献した功績により
そ れ ぞ れ 表 彰 を
受けました。

議長から表彰状の伝達を受けた議員
左から佐藤信成議員、飯塚俊雄議員、栗林京子議員

8/ 31（水）本会議：開会
9/ 6（火）・
7（水）・8（木）

本会議：一般質問
　※８日は予備日 

9（金）本会議：質疑・委員会付託、予算決算常任委員会
12（月）・13（火）・

14（水）予算決算常任委員会

16（金）常任委員会
20（火）予算決算常任委員会
22（木）本会議：委員長報告・討論・採決・閉会

次号の｢とびら｣は令和４年11月１日発行予定です


